やまなし環境学習プログラム

中学校版
１. テーマ




ソーラー王国やまなし

２. テーマ設定とねらい
　エネルギーは私たちの暮らしの基盤であり、安心で快適な生活に必要不可欠なものである。2009年に山梨県は「やまなしグリーンニューディール計画」を発表した。これは、山梨県の恵まれた自然環境を活かし、クリーンエネルギーの普及促進に取り組むことにより、低炭素社会の実現と経済活性化の両立を目指すものである。クリーンエネルギー先進県の実現に向けて、太陽光発電、小水力発電、バイオマス利活用、燃料電池の4つを普及促進の柱としている。

　特に、山梨県は全国トップクラスの日照時間を誇り、「ソーラー王国やまなし」(太陽光発電の世帯あたり普及率日本一)を目標としている。太陽光発電は、火力発電に比べて、発電時に二酸化炭素を発生しない長所がある一方、コストが高く、天候や日照などの自然条件により出力が不安定となる短所がある。現在、課題克服のための技術開発が進められている。最近では、太陽光発電の大量導入による電力変動が送電網に与える影響が実証試験されており、次世代層が未来のエネルギーの使い方について考えることは重要である。

　指導にあたっては、子どもたちが興味を持ちやすい体験活動を通して、いろいろなエネルギーの変換を理解する。次に、我が国および山梨県のエネルギー計画の概要を知り、電気に依存する現代社会、太陽光発電導入に向けたいくつかの課題について理解を深める。最終的には、自分の生き方、社会のあり方を考えることを出発点として、「ソーラー王国やまなし」の実現を念頭におき、グループ単位で未来のエネルギーの使い方や自分たちができることを意見交換し、発表をする。

　今後、山梨県の地域特性を踏まえて、未来社会とエネルギーの最適な組み合わせ(ベストミックス)を実現していく重要性を認識することがねらいである。

３. 指導計画（全3時間）

	時数
	テーマ
	主な学習方法
	場所

	1
	いろいろなエネルギーの変換
	発電体験学習、ワークシート記入
	理科室

	2
	山梨のエネルギー計画
	スライド学習、ワークシート記入
	視聴覚室

	3
	未来社会とエネルギー利用
	発表会形式、ワークシート記入
	教室


※この学習プログラムは総合学習の位置づけであるが、以下の教科単元と関連する。　新学習指導要領準拠　

　社会：資源・エネルギーと産業、現代社会と私たちの生活、私たちの暮らしと経済

　理科：エネルギー資源、科学技術と人間、エネルギーの変換

　技術・家庭

　　技術分野：技術と私たちの生活、技術とものづくりの未来、エネルギーの変換と利用

　　家庭分野：私たちの生活と住まい、私たちの消費と環境、私たちのよりよい生活


































